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２０１７年ノーベル平和賞に「ＩＣＡＮ＝核兵器廃絶国際キャンペーン」が選ばれまし

た。素晴らしい決定です。 

 

今年７月７日に採択された国連の核兵器禁止条約の実現に積極的な貢献をしてきたこと

が選ばれた理由です。ＩＣＡＮに関係されてきたみなさまに心からのお祝いを申し上げま

す。また、この決定は、ＩＣＡＮと力を合わせて核兵器廃絶運動をすすめてきた広島・長

崎の被爆者、それに連なる被爆２世・３世、そしてさらに核兵器廃絶のために力を尽くし

てきた世界のすべての人々への評価でもあると思います。私たちも共に喜びを分かち合い

たいと思います。 

 

核兵器禁止条約は核兵器の非人道性を告発し、史上初めて核兵器を法的に禁止した条約

です。国連加盟国の６０％にあたる１２２の国の圧倒的多数の賛成で採択され、核のない

世界をめざす国際世論の発展が結実したものでした。ＩＣＡＮへのノーベル平和賞は、核

兵器禁止条約の人類史上の歴史的価値を認めるものです。同時にまた、今日の核兵器廃絶

の緊急性と重大性の事態を指摘し、一層の運動強化を世界によびかける意味も持っている

と思います。 

 

今回のＩＣＡＮへのノーベル平和賞を重要な契機として、世界のすべての人々、文字通

りすべての国々が核廃絶に向かった大きな歩みを始めることを願い、期待するものです。

特に日本政府に対しては、被爆者のみなさんの７０年を超える年月の願いに今こそ応え、

ノーベル平和賞という世界が示した意思に謙虚に学び、核抑止論の放棄と核の傘からの脱

却、核兵器禁止条約に調印する政策へと転換することを強く望みます。 

 

私たちも『被爆者が訴える核兵器廃絶国際署名』のとりくみなど、核廃絶に向けた運動

を一層力強く押し広め、遠くない日の核兵器完全廃絶の時をめざしていきます。 


